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新たな一歩　希望を胸に
祝  二十歳の祝典



１
月
５
日
、
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル

で
南
部
町
新
年
互
礼
会
を
開
催
。

２
０
２
人
が
参
加
し
、
新
年
を
祝

う
と
と
も
に
、
町
の
さ
ら
な
る
発

展
を
誓
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
出
席
者
全
員
で
町

民
憲
章
を
唱
和
し
た
ほ
か
、
工
藤

町
長
が
「
充
実
し
た
子
育
て
支
援

新
年
を
祝
い

町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
う

南
部
町

新
年
互
礼
会

を
は
じ
め
と
す
る
町
独
自
の
人
口

減
少
対
策
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
誰
も
が
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進

し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
南
部
町
表
彰
条
例
に
基

づ
き
、
各
分
野
で
町
の
発
展
に
貢

献
し
た
16
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
出
町
勝
さ

ん
が
謝
辞
を
述
べ
「
受
賞
は
身
に

余
る
光
栄
で
、
衷
心
よ
り
感
謝
し

ま
す
。
本
日
の
受
賞
は
、
皆
さ
ま

の
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
の

賜
物
で
す
。
頂
戴
し
た
表
彰
に
お

ご
る
こ
と
な
く
、
な
お
一
層
精
進

し
、
町
発
展
の
た
め
努
め
て
参
り

ま
す
」
と
さ
ら
な
る
活
躍
を
誓
い

ま
し
た
。

善行表彰 町の公益に関する事業に尽力し、または公務を助力し、その功績が顕著な方や、スポーツ・文化活
動などにおいて、全国規模以上の大会で上位入賞した方などに贈られます。

沼畑 明日夢 さん （名農高）

　第3回SDGsジャパンスカ
ラシップ岩佐賞農林水産・
食の部受賞。

中居 くらら さん （名農高）

　第3回SDGsジャパンスカ
ラシップ岩佐賞農林水産・
食の部受賞。

丸子 幸志郎 さん （名川中）

　文部科学大臣杯第65回小
学生・中学生全国空手道選
手権大会個人戦中学3年生男
子形の部において優勝。

工藤町長が式辞を述べました

寺下 勝正さん （杉沢）

　第23回全日本マスターズ
スピードスケート競技会男
子Eクラス1500メートルに
おいて第一位に入賞。

松坂 泰誠 さん （名農高）

　第3回SDGsジャパンスカ
ラシップ岩佐賞農林水産・
食の部受賞。

白鳥 滉弥 さん （名農高）

　第3回SDGsジャパンスカ
ラシップ岩佐賞農林水産・
食の部受賞。

夏堀 竜之介 さん （名農高）

　第3回SDGsジャパンスカ
ラシップ岩佐賞農林水産・
食の部受賞。
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功労褒賞 永年にわたって地方自治の振興発展や社会の福祉、民生の安定に貢献し、その功績が特に優れた方
などに贈られます。

宮野 晶夫 さん （沖田面）

　町消防団員として、公益
と民生の安定に貢献。

留目 信幸 さん （大向）

　町消防団員として、公益
と民生の安定に貢献。

坂上 二三男 さん （剣吉）

　町消防団員として、公益
と民生の安定に貢献。

受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述

べ
る
出
町
勝
さ
ん

工藤 正 さん （埼玉県）

　町立学校等の図書整備に
寄与し、義務教育等の振興
発展に貢献。

四戸 きみ さん （上名久井）

　主任児童委員と町要保護
児童対策地域協議会副会長
として、地方自治の振興発
展に貢献。

金澤 正一 さん （斗賀）

　町消防団員として、公益
と民生の安定に貢献。

佐々木 利文 さん （大向）

　町行政員と防災会議委員
として、地方自治の振興発
展に貢献。

山口 裕貢 さん （沖田面）

　町監査委員と保護司とし
て、地方自治の振興発展に
貢献。

出町 勝 さん （剣吉）

　町文化協会会長と文化賞
表彰審査会委員として、地
域振興発展に貢献。

工
藤
町
長
か
ら
受
賞
者
へ
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
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故郷を想い、消防人としての心意気を示す
令和6年南部町消防団出初式

1月14日、町消防団出初式を南部地区で開催。
団員330人が日頃の訓練の成果を披露しました。

団員たちは集合・整列後、堂々とした分列行
進を披露。その後、町民体育館で式典が行われ、
伝統のまとい振りやはしご乗り演技が行われま
した。

工藤町長は、令和6年能登半島地震の発生に
触れ「犠牲となられた方々に哀悼の意を表する
とともに、被災された方々にお見舞い申し上げ
ます。地域のため、最前線で防災の重責を担う
消防団の重要性は、なお一層高くなっています」
と訓示。石橋薫団長は「能登半島地震では甚大
な被害が確認されており、このような自然災害
の厳しさを一人ひとりが再認識しなければなり
ません。平時から、地域住民や行政、消防、防
災関係機関とコミュニケーションを深め、連携
を強くしていきたい」と決意を新たにしました。 一糸乱れぬ勇壮な分列行進を披露しました

受験生へ「合格まちがい梨」をプレゼント
町特産の高級洋梨　中学3年生を激励

12月15日、町では高校受験を控える町立中学
校の3年生121人を激励するため、町の特産品で
あるゼネラル・レクラークの缶詰「合格まちが
い梨」を贈りました。

南部中学校を訪れた工藤町長は「レクラーク
を食べれば合格間違いなし。缶詰をおやつに、
勉強を頑張ってください。それぞれの道を一歩
一歩築いていってもらえれば」と激励。代表で
缶詰を受け取った工藤実羽さんは「給食のレク
ラークも甘くておいしかった。家族と一緒に食
べて、勉強を頑張ります」と話しました。

同日は小・中学校の給食でもゼネラル・レクラークを提供。
町特産の高級果実を味わいました
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北海道・三陸沖で想定されている巨大地震に備えましょう

横浜市栄区「第24回栄区民まつり」に出店しました

民生委員・児童委員
上村和弘さん（鳥谷・長畑・杉ノ沢地区担当）

が、民生委員・児童委員に就任しました。
任期は、令和7年11月30日までです。

問合せ　福祉介護課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7101

11月4日、町の友好交流都市である横浜市栄
区で、「第24回栄区民まつり」が開催されました。
町では、平成21年の第10回栄区民まつりから継
続して参加しています。

栄区民まつりでは、町内の農業観光団体や産
直施設運営団体等により組織された「達者村ふ
れあい隊」が、採れたてのリンゴや季節の農産
物などを販売。開始前から行列ができるなど、
大盛況のうちに幕を閉じました。

町内の農家が心を込めて育てた農産物は、栄
区の皆さんにとても喜ばれていました。これか
らも、栄区との相互交流を継続していきます。

南部町のブースには、町内産の新鮮な野菜や果物など
を求めて大勢の方が訪れ、大盛況となりました

日本海溝・千島海溝沿いでは、過去に巨大地
震が繰り返し発生しており、大きな地震の後に、
さらに大きな地震が発生した事例もあります。

大きな地震が発生すると、それに続く次の地
震「後

こうはつ

発地震」の発生可能性が高まると考えら
れます。このため、想定震源域でM7.0以上の
地震が発生した場合には、気象庁から「北海道・
三陸沖後発地震注意情報」が発表されます。
「後発地震」が必ず発生するとは限りませんが、

日頃からしっかりと地震に備えるとともに、こ
の情報が発表されたら、地震への備えの再確認
と、念のためすぐに津波から避難できる態勢を
とって、次に発生するかもしれない大きな地震
に備えるようにしましょう。

詳細は、内閣府ホームページでご確認ください。
　 https://www.bousai.go.jp/jishin/nihonkaiko_

chishima/hokkaido/index.html
問合せ　総務課　☎0178-76-2111
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南部町子育て世代包括支援センター

ぴよすくのじかん

子育て通信
おいでよ ! 子育て支援センター
福地こども園　　　　　　　☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日/9時30分～11時

2月9日　  積木あそび
2月16日　お誕生会
3月8日　  絵本を楽しみましょう

つどいのひろば（自由活動）
水曜日/9時30分～11時

2月7・14・21日
3月6日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日/10時～12時

2月5・19日
3月4日

なんぶこども園　　　　　　☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日/9時～12時

2月7日　  運動あそび
2月14日　バレンタイン製作
2月21日　ひなまつり製作
3月6日　  誕生会

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日/9時～14時

2月6・8・13・15・20・22日
3月5・7日

チェリーこども園　　　　　☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ ※要予約
木曜日/9時30分～11時

2月8日　   ブロックあそび
2月15日　 雪あそび
2月22日　 保健講座③
3月1日㈮　ひな祭り会に参加

認定こども園 あかね幼稚園　　☎0178-76-1801

ハッピークラス ※要予約
火曜日/10時～11時30分

2月13日　わらべうた ﾍﾞﾋﾞ ・ーｷｯｽﾞﾏｯｻｰｼﾞ④

2月20日　みんなでリトミック
3月5日　  みんなでひな祭り

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 問合せ問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
種別種別 対象者対象者 実施日実施日 受付時間受付時間 場所場所

1歳6か月児健康診査 R4.6～R4.7生 2月8日（木） 12時15分～12時45分
健康センター4歳児健康相談 R1.6～R1.7生 2月20日（火） 12時30分～12時45分・14時～14時15分

乳児健康診査 R5.9～R5.11生 3月7日（木） 12時15分～12時45分

乳幼児予防接種乳幼児予防接種 実施している予防接種：B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・二種混合・実施している予防接種：B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・二種混合・
　　　　　　　　　　  ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス　　　　　　　　　　  ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス

医療機関名医療機関名 曜日・受付時間曜日・受付時間 予約予約 その他その他
南部町医療センター 毎週　金曜日　 13時～13時20分 全種類 BCG　2月9日㈮、3月8日㈮

南部病院 月・火・水曜日　15時～17時
土曜日　　　　　  9時～11時 全種類 BCGは行っていません

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日  9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　  9時～11時 全種類 BCG　2月14日㈬、3月13日㈬

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日  9時～11時30分
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　  9時～11時30分

ロタウイルス、
ヒトパピローマウイルス
二種混合

はらだクリニック 月・水・金曜日　　  9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　  9時～12時 全種類 ロタウイルスは行っていません

スワンクリニック 月・火・水曜日　　  9時～11時
金曜日　　　　　　  9時～11時　14時～17時 全種類

※実施している予防接種のなかで、予約が必要なものを記載しています。上記以外のものは、予約なしで受けられます。

子どもの誤飲事故を防ごう
こどもの行動範囲を把握しながら、誤

飲事故を防ぎましょう。
0歳～（床や低い位置の物など）
　たばこや吸殻、塗り薬　など
1歳～（テーブルの高さにある物など）
　電池、シャボン玉液などの玩具　など
3歳～(棚の上や引き出し、高い場所など)
　薬、冷蔵庫内のシロップ薬　など
誤飲事故が起こったら
▶意識がない場合　ただちに救急車を呼

びましょう。
▶意識があり、嘔吐など何らかの症状が

みられる場合　誤飲したものを持参し、
医療機関を受診しましょう。

▶意識があり、症状はないが受診の判断
に迷った場合　何をどのくらいの量を
誤飲し、どのくらい時間がたっている
のかを確認し、下記に相談しましょう。

相談窓口　中毒110番　※365日24時間対応・無料

▶大阪　　☎072-727-2499
▶つくば　☎029-852-9999
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予防接種はお済みですか？

達者de 健康相談　～今より “達者” な自分のために～

令和5年度　南部町食生活改善推進員養成講座
食生活改善推進員会は、家庭や地域で食を通

じた健康づくりのために活動しているボランティ
ア団体です。

町が今年度開催した推進員の養成講座を6名
の方が受講し、全8日間の日程を修了しました。

講座では、調理実習や講話などを通して、健
康づくりについて学びました。講座を修了した
6名は、令和6年度より会員として、地域での食
に関するボランティア活動に参加します。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100　

予防接種は疾病の流行を防ぎ、感染症の発症
や死亡リスクの減少をもたらすなど大きな役割
があります。母子健康手帳を確認のうえ、無料
で接種できる時期に忘れずに接種を受けましょう。
定期予防接種
▶二種混合ワクチン　小学6年生
▶MR混合ワクチン（第2期）　6歳（年長児） 
▶日本脳炎（第2期）　小学4年生
▶子宮頸がん予防ワクチン　中学1年生の女子

特例措置　 標準接種年齢時に積極的勧奨が控え
られ、接種の機会を逃した方

▶日本脳炎（第2期）
　H17年4月2日～H18年4月1日生まれの方
▶子宮頸がん予防ワクチン
　H9年4月2日～H19年4月1日に生まれた女性

で3回接種が完了していない方
※予診票を紛失された場合は再発行できます。
問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

開催日　2月5日（月）・19日（月）
　　　　3月4日（月）・18日（月）
時間　9時30分～12時・13時30分～17時
　　　（受付は16時まで）
※当日16時までにお電話で予約してください。
※17時以降に利用を希望される方は、前週金

曜日までにご相談ください。
場所　健康センター2階　運動指導室
内容　 健康・栄養相談、血圧・体組成（体脂肪・

筋肉量）・血管年齢・内臓脂肪量（20歳～
74歳対象）測定、健康器具の利用　等

　健康センターでは毎月、健康相談を開催して
います。血圧などの測定や健康器具（ルームラ
ンナー、エアロバイク）を利用した運動指導を
受けて、生活習慣の改善に向けた一歩を踏み出
してみませんか？
※相談は無料で受けることができます。
※各種測定をする場合、1人45分程度かかります。
※健康器具の利用は、1回20分以内です。
※直近の健診結果票をご持参ください。

問合せ・申込み　 健康こども課（健康センター）
　　　　　　　　☎0178-60-7100

今
年
度
の
講
座
を
修
了
し
た

皆
さ
ん
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後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

特別児童扶養手当
身体や精神に障がい（政令に定める程度以上）

のある20歳未満の児童を監護している父または
母、あるいは父母にかわって児童を養育してい
る方に対して手当が支給される制度です。
手当の月額（令和5年4月現在）

区分 月額
児童の障害程度1級 対象児童1人につき

5万3700円

児童の障害程度2級 対象児童1人につき
3万5760円

※請求者本人、配偶者、扶養義務者の所得が一
定以上あるときは、支給されません。

手当の支給
認定された場合、認定請求をした月の翌月分

から支給対象となり、4月（12～3月分）・8月（4
月～7月）・12月（8月～11月）に支給されます。
※受給要件や必要書類はお問い合わせください。
問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

「医療費通知書」を送付します
医療費通知書は、ご自身の受けた医療の状況

を知っていただくために年1回お送りするお知
らせです。令和5年1月から12月診療分の医療費
通知書は、2月末に発送します。

確定申告にご利用される方には、令和5年1月
から11月診療分が記載された医療費通知書を発
行することができますので、2月1日から設置す
るコールセンター（☎0120-08-7036）へ、被保
険者番号がわかるもの（被保険者証等）をご準
備のうえ、ご連絡ください。

なお、確定申告に利用するための1年分の医
療費通知情報は、例年、2月9日からマイナポー
タルでも取得可能です。
問合せ　青森県後期高齢者医療広域連合
　　　　☎017-721-3821

高額介護合算療養費のお知らせを送付します
後期高齢者医療制度に加入している方で、医

療費と介護サービス費の自己負担額の1年分（令
和4年8月1日～令和5年7月31日）の合算額が限
度額（※表参照）を超えた場合、その超えた金
額が支給されます（500円以下の場合は対象外）。
世帯内に加入者が複数いる場合は、世帯で合算
して支給額を計算します。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-76-3323

支給要件に該当すると思われる世帯には、2
月下旬（予定）に青森県後期高齢者医療広域連
合から「支給申請のお知らせ」を送付します。
お知らせが届いた方は申請してください。

対象期間中に後期高齢者医療制度に加入した
方や転入してきた方等がいる世帯には、「お知
らせ」が送付されない場合がありますので、対
象になると思われる方はお問い合わせください。

所得区分 後期高齢者医療+介護保険
現役並み所得Ⅲ ※1 212万円
現役並み所得Ⅱ ※2 141万円
現役並み所得Ⅰ ※3 67万円
一般Ⅰ 一般Ⅱ 56万円
低所得Ⅱ　※4 31万円
低所得Ⅰ　※5 19万円

※1　課税所得690万円以上の方
※2　課税所得380万円以上690万円未満の方
※3　課税所得145万円以上380万円未満の方
※4　世帯員全員が住民税非課税の方
※5　 世帯員全員が住民税非課税の方のうち、

世帯員全員の各所得金額が0円の方
　　　（公的年金の場合は収入が年額80万円以下）
※自己負担額は、支払った額から高額療養費や

高額介護（予防）サービス費を除いた額です。
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赤十字会員（社員）増強・活動資金運動

令和6年度　放課後児童クラブ入会児童募集

対象児童　 下校後、労働等により家に保護者が
誰もいない小学1～6年生

※入会申請が多数の場合は、低学年の児童を優
先します。

開設時間 ▶平日　下校時～18時30分
　　　　　▶土曜日・学校休校日・長期休業日
　　　　　　7時30分～18時30分

利用料　　月額3000円（おやつ代等）
申込方法　 各庁舎に用意している申請書に必要

事項を記入のうえ、就労証明書等を
添付して提出してください。

申込期間　2月6日（火）～3月8日（金）
問合せ　　健康こども課（健康センター）
　　　　　☎0178-60-7100

会員加入・活動資金のご支援をお願いします
日本赤十字社は、災害・紛争・感染症で失わ

れる命を守り、その苦痛を限りなく軽減するた
めの活動のほか、地域や教育現場における平時
からの防災・減災の知識・技術の普及促進やボ
ランティア活動などを展開しています。

こうした活動は、すべて、地域の皆さんが赤
十字へ託していただいた会費（社費）や寄付金
などのご支援に支えられ継続できるものです。

皆さんで支えている赤十字の活動を推進する

ため、日赤南部町分区から協力依頼を受けた行
政員や班長の方が皆さんのお宅へ伺いますので、
赤十字会員への加入ならびに赤十字活動資金（会
費・寄付金）のご支援・ご協力について、よろ
しくお願いします。
問合せ
▶日本赤十字社青森県支部　総務課　会員係
　☎017-722-2011
▶福祉介護課（健康センター）
　☎0178-60-7101

クラブの名称 場所 定員
なんぶ児童クラブ（※) ぼたんの里 80

名川なかよしクラブ 名川小学校敷地内 80
剣吉なかよしクラブ 南部芸能伝承館 40
福地学童保育クラブ ゆとりあ 120
杉沢学童保育クラブ あけぼの研修センター 20

※南部児童クラブと向児童クラブは、
4月に「ぼたんの里」に移転し、「な
んぶ児童クラブ」に統合します。
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果樹改植等事業（国庫事業）の申し込み
令和6年度第1次果樹経営支援対策事業と果樹

未収益期間支援事業、果樹先導的支援事業の申
し込みを受け付けします。実施希望の方は、下
記によりお申し込みください。

なお、第2次計画（令和7年春植え）については、
広報4月号または5月号に掲載予定です。
補助対象事業
①果樹経営対策支援事業・果樹未収益期間支援

事業
　新植・改植（今回の1次計画では、令和6年秋

植えと令和7年春植えのどちらでも可能です）
※春植えの場合でも伐採作業は、令和7年3月末

までに着手する必要があります。
　事業スケジュール
　▶着手　8月頃　▶完成　令和7年4月末
　▶補助金交付　令和7年9月末
②果樹放任園対策（廃園）
　事業スケジュール
　▶着手　8月頃　▶完成　令和6年12月末
　▶補助金交付　令和7年3月末
③果樹先導的支援事業（10a以上）
　▶特認事業（防風網・防霜ファンの設置）
　▶小規模園地造成（園内道整備、傾斜の緩和、

土壌土層改良、排水路の新設等）※土壌土層
改良は2a以上

　▶かん水施設整備等
　▶簡易型雨よけ設備の設置
　事業スケジュール
　▶着手　8月頃　▶完成　令和6年12月末
　▶補助金交付　令和7年3月末
対象となる果樹

りんご、おうとう、もも、ネクタリン、ぶどう、
梨、すもも、プルーン、うめ、あんず

補助率（額）
①果樹新植（改植）
▶特産果樹・りんご
　150（170）～320（330）円／㎡
▶高密植、超高密植
　520（530）～710（730）円／㎡

②果樹放任園対策（廃園）
　8万円／10a（下限本数有）
③果樹先導的支援事業　1/2以内
※簡易型雨よけ設備上限額160万円／10a 
対象となる農業者の方（要件）
　町内に住所を有する70歳未満の認定農業者と

農業後継者の年齢が65歳未満の認定農業者
※上記以外の方はご相談ください。
実施条件
▶改植事業は、過去5年間、肥培管理されてい

る園地での実施が可能です。
▶事業完了年度の翌年から8年間、園地の保全

義務があります。
▶果樹先導的支援事業を実施する場合は、果樹

共済もしくは収入保険への加入が必須です。
▶雨よけ設備の設置については、新植・改植と

一体的な実施が必要です。
申込期間　2月2日（金）～2月29日（木）
申込方法
　農林課備え付けの申込書に記入し、必要書類

を添えて提出してください。町ホームページ
からもダウンロードできます。

必要書類等
▶全メニュー共通　 申込書、個別調査票、現況

画像（データ）
▶果樹新植　植栽後の園地の見取図
　　　　　　（植栽間隔を記入のこと）
▶果樹先導的支援事業　見積書と設置図面
▶通帳と銀行印
その他留意事項
▶国庫事業のため、時期や内容が変更となる場

合がありますので、予めご了承ください。
▶事業の詳細は、ホームページをご確認いただ

くか、お問い合わせください。

問合せ
　農林課
　☎0178-38-5964
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県税の口座振替のお願い

八戸税務署からのお知らせ

相続登記の申請義務化

納税は期限内に
期限を過ぎて納付した場合や口座振替できな

かった場合は、納期限の翌日から延滞税がかか
ることがありますので、ご注意ください。
▶キャッシュレス納付

納税の手続きは、非対面の振替納税、ダイレ
クト納付、スマホアプリ納付等が便利です。
※領収証書は発行されませんので、ご注意ください。
▶その他の納付手段

QRコードを利用したコンビニ納付、納付書
による金融機関の窓口納付等があります。

納付書は、税務署窓口と申告書作成会場に備
え付けています。
令和5年分確定申告の納期限・振替日

税の種類 納期限 振替日
申告所得税と
復興特別所得税

3月15日（金）4月23日（火）

消費税と地方消費税
（個人事業者）

4月1日（月）4月30日（火）

贈与税 3月15日（金）

確定申告は
「マイナカード」と「スマホ」で自宅から

マイナンバーカードを利用し、マイナポータ
ルから申告に必要な各種証明書等のデータを一
括取得し、確定申告書の該当項目へ自動入力で
きます（マイナポータル連携）。控除証明書等
の集計や１件ずつ入力する手間を省くことがで
き、とても便利です。

マイナポータル連携をご利用いただくために
は、マイナポータルの利用者登録やマイナポー
タルとe-Taxを連携するなどの事前準備が必要
です。

事前準備が完了したら、国税庁ホームページ
の「確定申告書等作成コーナー」からマイナン
バーカードを使ってマイナポータル連携を利用
して確定申告書を作成できます。
問合せ
　八戸税務署個人課税第一部門
　☎0178-43-0141（音声案内2番）

土地・建物の所有者が死亡した場合、不動産
の所在地を管轄する法務局での相続登記が必要
です。手続きをしない場合、さらなる相続が発
生し、相続が困難となることがあります。

また、令和6年4月1日から相続登記の申請が

義務化され、それ以前の相続も義務化の対象と
なります。詳細は、青森地方法務局八戸支局へ
お電話でお問い合わせください。
問合せ　青森地方法務局八戸支局　
　　　　☎0178-24-3346（音声案内2番）

県の税金（自動車税種別割、個人事業税、法
人県民税･法人事業税･地方法人特別税（特別
法人事業税）、軽油引取税）の納付は、便利で、
安全・確実な口座振替をご利用ください。

最寄りの取扱金融機関（県内に本支店がある
地方銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫、農

協、漁協、ゆうちょ銀行）または県税部において、
通帳と預貯金の届出印をお持ちいただければ、
簡単に手続きできます。口座振替による納付は、
預貯金通帳への記帳でご確認ください。
問合せ　三八地域県民局県税部　納税管理課
　　　　☎0178-27-5111
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教育委員会学務課　各種支援金等の手続きをお忘れなく

名久井農業高校 県外生の下宿先を募集しています

名川中学校図書室1階（町民図書室） 《おはなし会》
　ハートフルライブラリーの皆さんによる読み聞か
せです。未就学のお子さんは保護者同伴でお越しく
ださい。
日時　2月25日（日）　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室1階（町民図書室）

《おすすめセレクション》

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　2月5日㈪、13日㈫、19日㈪、26日㈪、3月4日㈪～8日㈮
問合せ　☎0178-76-3121

《今月の新刊》
◆88歳、しあわせデジタル生活 若宮　正子
◆楽ありゃ苦もある地味ごはん。 和田　明日香
◆迷彩色の男 安堂　ホセ
◆ともぐい 河崎　秋子
◆八月の御所グラウンド 万城目　学
◆ラウリ・クースクを探して 宮内　悠介
◆なれのはて 加藤 シゲアキ
◆襷がけの二人 嶋津　輝
◆ぬまの100かいだてのいえ いわい としお
◆まっしろしろくま 柴田 ケイコ

もの忘れしなくなる！脳の使い方事典 加藤俊德 著

「もの忘れ」あるあるがマンガで
紹介され、脳科学の視点で解説。

「どう防ぐか」の処方箋は、なるほ
どと納得のいくアドバイス!!楽し
く読める1冊です。

町では、物価高騰対策の独自支援として「大
学生等を持つ親等への支援金」、原油価格高騰
対策として「受験生等を持つ親等へ灯油購入支
援金」を給付することとし、現在、申請を受け
付けています。

申請の期限は、いずれも2月29日（木）まで
となっていますので、申請がお済みでない方は、

期限内に申請をお願いします。
※詳細は、町ホームページでご確認ください。
※「ふるさと南部からのエール便」の申し込みは 

2月2日（金）で終了し、２月14日（水）に発
送予定です。

問合せ　教育委員会　学務課
　　　　☎0178-38-5968

※3月5日（火）～8日（金）は、特別蔵書点検
のため休室です。

 

町では、全国から名久井農業高校に入学する
生徒に向けて、部屋や朝・夕食の提供、緊急時
のサポート等を行う下宿先を探しています。

現在、下宿の登録は1件のみであり、今後、
全国から集まる生徒が増えることを見据え、生
徒が安心して生活でき、地域の方との交流がで
きる拠点の確保が急務となっています。

町では、受入環境を整備するために必要な経
費（冷・暖房機、洗面台、寝具、机、椅子など
の整備・上限20万円／受入用家屋の修繕・上限
25万円）を補助する制度を設けています。生徒
の受け入れに興味がある方は、お問い合わせく
ださい。
問合せ　教育委員会　学務課　☎0178-38-5968
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南部町ふれあい体験農園利用者募集

☎ 0178-84-2850

★朝風呂営業 360円
   6時～8時 受付7時30分まで

★今月の休館日

15日（木）
★2月生まれの方プール割引

大人 600円 小人 400円

町では、農業者以外の人が野菜づくりなどを
通して自然とふれあい、農業に対する親しみと
理解と深めるため、バーデパーク隣に「南部町
ふれあい体験農園」を開設しています。同農園
の利用者を次のとおり募集します。
貸付面積　1区画32㎡
募集区画　単年利用15区画／2年利用15区画
※申込多数の場合は抽選

南部町産にこだわる 土産処「あんべぇる」から　今月のおすすめ商品

菊芋茶（40g）　250円
菊芋を手軽に飲めるように加工し、無農薬農法で栽培されたお茶で

す。糖の吸収を抑制し血糖値の上昇を抑える働きがあり、糖尿病予防
にも効果が期待できます。南部町で生産された、今注目の健康茶です。

土産処「あんべぇる」は、南部町内で生産・加工された特産品60種
類以上を一堂に販売している県内唯一の販売店です。ぜひ友人、知人、
お取引先様に贈答品、お土産としてご紹介してみてはいかがでしょうか。
大歓迎＆大募集

南部町産の魅力ある特産品をバーデパークで販売してみませんか？
詳細はお問い合わせください。

★無料利用券・お食事利用

　5名様から�無料送迎

利用期限3月31日(日)　町から配付の無料利用券をぜひご利用ください

無料利用券は、温水プール、温泉、トレーニングジムをご利用にな
れます。

無料利用券でもお食事利用でも、5名様以上で無料で送迎しますの
で、友人、知人お誘い合わせのうえ、ぜひご利用ください。

貸付期間　4月中旬～11月中旬
使用料　1区画　2090円／年
申込期間　2月15日（木）～3月15日（金）16時まで
申込方法　役場と各支所窓口に申込用紙を用意

していますので、必要事項を記入のうえ提出
してください。

問合せ・申込み　商工観光課
　　　　　　　　☎0178-38-5965
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2 February 3 March
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN

休
館
日

徳山　一般戦 唐津
一般戦 鳴門　一般戦 芦屋　一般戦 三国　一般戦 鳴門　一般戦 芦屋　一般戦 唐津　一般戦

唐津
一般戦 鳴門　一般戦 三国　一般戦 唐津

ヴィーナスシリーズ
鳴門

一般戦 芦屋　一般戦 唐津　一般戦 三国　一般戦

尼
崎

平和島
G Ⅰ関東地区選手権

尼崎
G Ⅰ近畿地区選手権 平和島　一般戦 びわこ　GⅡ

レディースオールスター
津

GⅢ 江戸川GⅠ江戸川大賞 尼崎　GⅠ尼崎センプ
ルカップ

常
滑

多摩川 
一般戦

芦屋
G Ⅰ九州地区選手権

宮島
GⅠ中国地区選手権

多摩川
一般戦

戸田
一般戦

平和島
一般戦

宮島
ヴィーナスシリーズ

戸
田

常滑　ヴィー
ナスシリーズ

宮島　
GⅡ

若
松

丸亀　
一般戦

蒲郡
G Ⅰ東海地区選手権

丸亀
G Ⅰ四国地区選手権 大村　一般戦 住之江　一般戦 丸亀　一般戦 蒲郡 桐生　一般戦

大村　一般戦 丸
亀 桐生　一般戦 若

松
大村　

一般戦 桐生　一般戦 蒲郡
一般戦 桐生　一般戦 大村　一般戦 丸亀　G Ⅲ企業杯

デーレース ナイターレース

役立っています！ボートピアなんぶ交付金 老朽化したごみステーションを改修したことにより、ごみを安全・
清潔に集積することができるようになりました。それにより、暮らしやすさの向上が期待されます。（８区町内会）

モーニングレース

福
地
短
歌
会

身
に
浴
び
て
仰
ぐ
初
日
は
暖
か
く
庭
の
お
も
て
に
暫
し
と
ど
ま
る

川
守
田
慶
三

食
事
な
く
身
の
自
由
な
く
生
活
の
実
感
も
な
き
入
院
つ
づ
く

奥
寺　

睦
子

降
る
雪
は
吾
を
慰
め
く
る
る
や
に
庭
を
童
話
の
国
に
変
へ
た
り

工
藤　

裕
正

出
来
る
な
ら
傘
寿
に
残
る
力
も
て
虹
を
わ
た
り
て
夢
つ
か
み
た
き

佐
藤　

誠
一

大
分
の
友
よ
り
届
き
し
柚
子
置
け
ば
厨
の
奥
ま
で
西
陽
差
し
込
む

根
市　

政
志

初
雪
に
冬
到
来
と
除
雪
機
を
点
検
整
備
す
風
寒
き
な
か

水
梨　

正
夫

な
ん
ぶ
短
歌
会

威
勢
よ
き
辰
の
年
な
り
認
知
症
に
縁
の
な
き
や
う
励
み
歩
ま
む

馬
場　

敬
子

「
長
い
こ
と
美
味
し
い
り
ん
ご
あ
り
が
と
う
」コ
ー
ル
で
今
年
の
発
送
締
め
る

坂
本　

綾
子

身
に
せ
ま
る
寄
る
年
波
に
は
負
け
て
い
く
荷
も
重
く
な
る
晦
日
の
買
ひ
物

馬
場　

昭
子

色
淡
き
紅
葉
を
残
す
里
山
の
な
だ
り
の
木
々
に
風
花
の
舞
ふ

佐
々
木
冴
美

秋
植
ゑ
の
野
菜
は
雪
を
布
団
に
す
四
月
が
来
れ
ば
生
き
い
き
と
立
つ

八
木
田
順
峰

若
　
草
　
会

市
日
に
て
日
め
く
り
暦
買
い
た
い
と
思
い
出
か
け
て
忘
れ
る
八
十
路

中
野　

静
子

暮
れ
な
ず
む
名
久
井
の
山
に
雪
が
降
る
新
し
い
暦
に
ち
ら
ち
ら
と
ふ
る

一
ノ
渡　

綮

名
久
井
岳
暦
め
く
る
に
似
る
と
い
う
農
の
間
に
間
に
今
年
も
語
り
来

藤
野　

幸
枝

日
め
く
り
の
小
寒
大
寒
お
い
か
け
て
立
春
数
え
る
冬
至
の
朝
に

向
山　

敦
子

年
の
瀬
の
ご
ち
そ
う
ご
よ
み
ジ
ャ
ッ
パ
汁
白
子
入
り
鱈
見
さ
だ
め
る
箱

上
山　

散
歩

餅
背
負
い
踏
ん
張
り
歩
む
幼
子
は
暦
の
終し
ま

い
を
笑
顔
で
包
む

工
藤　

孔
子

一
年
を
暦
の
メ
モ
に
振
り
返
る
喜
び
腹
立
ち
南
無
阿
弥
陀
仏

鶴
飼　

千
年

南  

部  

文  

芸

亡
き
母
の
呼
ぶ
声
耳
に
目
覚
め
た
る
外
は
静
か
に
雪
降
り
積
も
る　

奥　

ム
ツ
子

冬
空
の
流
星
群
の
ひ
と
す
ぢ
は
亡
き
母
こ
ぼ
す
涙
の
ひ
か
り

山
下　

幸
枝

両
の
手
に
湯
飲
み
の
お
屠
蘇
温
め
て
先
づ
子
へ
供
ふ
大
晦
日
の
夜

相
馬　

幸
子

雪
搔
き
の
重
さ
に
ス
コ
ッ
プ
杖
に
し
て
溜
め
息
増
や
す
柄
に
載
せ
る
顎

安
ケ
平
千
代

毎
朝
の
鏡
に
映
る
顔
み
て
は
気
づ
か
ぬ
ふ
り
の
確
か
な
る
老
い

木
村
ひ
な
子

大韓航空　青森・ソウル線の運航再開決定
1月20日（土）から、3年10か月ぶりに大韓航

空 青森・ソウル線が運航を再開します。
ダイヤ　週3便（火、木、土）運航
▶仁川発10時30分→青森着12時50分
▶青森発13時55分→仁川着16時55分
運航機材　B737-8（146席）

直行便で行きやすくなった韓国で、グルメや

観光など満喫してみてはいかがでしょうか。
仁川空港は、世界各地への路線を持つハブ空

港です。ぜひ、韓国をはじめ世界各地へのご旅
行などでご利用ください。
問合せ　青森県交通政策課　☎017-734-9153
　 https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/

kikaku/kotsu/beyondseoul_2020.html
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　（
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
蒼  

隣
）

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
８
９
６
３

八
幡
の
ゆ
　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

日
時

　
２
月
24
日
（
土
）

　
　
　
14
時
15
分
～
15
時
30
分

参
加
料

　
１
０
０
円

　 

（
飲
み
物
・
お
菓
子
付
き
）

問
合
せ
・
場
所

　
八
幡
の
ゆ

　
小
向
字
八
幡
19—

1

　
☎
０
１
７
９
・
23
・
３
６
８
０

南
部
町
精
神
障
害
者
家
族
会

「
ま
べ
ち
の
会
」
で
は
、
精
神
に

障
が
い
の
あ
る
方
の
家
族
が
集
ま

り
、
自
由
に
語
ら
い
、
交
流
し
て

い
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

お知らせ
information

行政相談・人権相談
日時　3月7日㈭　13時～15時
場所　 福地支所、いちょうホー

ル、南部公民館
問合せ
▶行政相談は総務課

☎0178-76-2111
▶人権相談は住民生活課
　☎0178-38-5963

3・4月の休日窓口開設日
期日　3月2日（土）・16日（土）
　　　4月6日（土）・20日（土）
時間　8時15分～12時 ※予約不要
場所　住民生活課
業務内容　�戸籍証明書・住民票・
　印鑑証明書の交付、印鑑登録
平日の窓口業務の延長
　16時までの予約で、18時まで

窓口の時間を延長できます。
業務内容　住民票・印鑑証明書の

交付、印鑑登録
※福地・南部支所でも延長できます。
問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

南部町の人口と世帯数
（令和6年1月23日現在）

対先月比
人　口 16,525人 （－33）
男 7,829人 （－16）
女 8,696人 （－17）

世帯数 7,451世帯 （－7）

「
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
」「
受

診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？
」
な
ど
の

不
安
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
度
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

日
時

　
２
月
19
日
（
月
）
9
時
～
16
時

場
所

　
健
康
セ
ン
タ
ー

※
前
日
ま
で
に
要
電
話
予
約

※
会
場
内
に
て
認
知
症
に
関
す
る

図
書
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
展
示
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
よ
る
認
知
症
簡
易
テ

ス
ト
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
相
談
以
外
に
も
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
２
５
５
５

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
日
頃
の
情

報
交
換
を
し
た
り
、
参
加
者
同
士

の
交
流
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
ほ

か
、
専
門
職
に
悩
み
を
相
談
で
き

る
場
で
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
雅

日
時

　
２
月
26
日
（
月
）

　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

参
加
料

　
２
０
０
円

　
　
　
　（
飲
み
物
付
き
）

問
合
せ
・
場
所

　
地
域
交
流
カ
フ
ェ
雅

　

　
下
名
久
井
字
如
来
堂
５
―
１

日
時

　
２
月
17
日
（
土
）

　
　
　
12
時
～
14
時
30
分

場
所

　
南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
な
ん
ぶ
こ
ど
も
園

　
隣
）

問
合
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

　
　
　
　（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

今
年
度
の
申
請
期
限
は
、
２
月

29
日
（
木
）
で
す
。

来
年
度
の
申
請
に
つ
い
て
は
改

め
て
ご
案
内
し
ま
す
が
、
お
申
し

込
み
で
き
る
方
は
、
要
望
調
査
書

を
提
出
済
み
の
認
定
農
業（
法
人
）

者
と
そ
の
他
の
農
業
（
法
人
）
者
、

新
規
就
農
者
の
み
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
農
林
課

　

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
４

広告

開催案内
も
の
忘
れ
・
認
知
症
相
談

開催案内
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

開催案内
精
神
障
害
者
家
族
会

「
語
ら
い
の
会
」

制度案内
ス
マ
ー
ト
農
業
加
速
化

支
援
事
業
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て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
で
24
時
間
３
６
５
日
、
都
合
が

良
い
と
き
に
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
申
請
結
果
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
お
手
続
き
の
際
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
住
民
生
活
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
３

あ
お
も
り
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
犯
罪
・
交
通
事
故
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
方
や
そ
の
ご
家

族
、
ご
遺
族
に
、
電
話
・
面
接
相

談
や
直
接
的
支
援
な
ど
の
支
援
を

行
う
民
間
の
団
体
で
す
。

支
援
活
動
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
支
援
活
動
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
養
成
講
座
は
4
月

か
ら
概
ね
1
年
間
で
、
毎
月
1
回

程
度
実
施
し
ま
す
。
私
た
ち
の
活

動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
要
項
は
役
場
等
に
設
置

し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.aom
ori-vs.

com

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

応
募
期
限

　
３
月
29
日
（
金
）

問
合
せ

　
あ
お
も
り
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
☎
０
１
７・７
１
８・２
０
８
５

　（
平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で
）

県
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

高
騰
等
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い

る
県
民
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、

「
あ
お
も
り
省
エ
ネ
家
電
買
替
え

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
店
で
、
家

庭
で
の
消
費
電
力
が
大
き
い
エ
ア

コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
照
明

器
具
の
う
ち
、
一
定
基
準
を
満

た
し
た
製
品
に
買
い
替
え
た
方

に
、
最
大
６
万
円
分
の
商
品
券
・

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン
ト
等
を

進
呈
し
ま
す
。

対
象
製
品
の
基
準
や
申
請
方
法

等
の
詳
細
内
容
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
い
替
え
は

今
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
！
こ
の
機
会

に
省
エ
ネ
家
電
に
買
い
替
え
て
、

南
部
町
（
日
赤
南
部
町
分
区
）

で
は
、
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援

す
る
た
め
、
役
場
と
各
支
所
、
健

康
セ
ン
タ
ー
に
、
日
本
赤
十
字
社

が
受
け
付
け
て
い
る
義
援
金
の
募

金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
義
援
金

は
、
日
赤
青
森
県
支
部
を
通
じ
て

日
本
赤
十
字
社
へ
送
ら
れ
、
被
災

地
の
復
旧
支
援
や
被
災
さ
れ
た

方
々
の
生
活
再
建
の
一
助
と
な
り

ま
す
。

問
合
せ

　
福
祉
介
護
課

　
　
　
　（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

資
格
取
得
・
種
別
変
更
、
保
険
料

免
除
・
納
付
猶
予
申
請
、
学
生
納

付
特
例
申
請
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
た
電
子
申
請

が
で
き
ま
す
。

申
請
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
の
情
報
を
活
用
し

募集案内
被
害
者
支
援
活
動
員

第
13
期
生
募
集

制度案内
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
・

保
険
料
免
除
申
請
等
の
電
子

申
請
が
で
き
ま
す

実施案内
あ
お
も
り
省
エ
ネ
家
電
買

替
え
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

節
電
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
す
で
に
買
い
替
え
を
行

い
、
ポ
イ
ン
ト
申
請
チ
ケ
ッ
ト
を

受
け
取
っ
て
い
る
方
は
、
お
忘
れ

に
な
ら
な
い
よ
う
、
お
早
め
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

購
入
対
象
期
間

　
令
和
５
年
８
月
10
日
（
木
）

　
～
２
月
10
日
（
土
）

申
請
期
限

　
２
月
20
日
（
火
）

※
予
算
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す

問
合
せ

　
あ
お
も
り
省
エ
ネ
家
電
買
替
え

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

　
☎
０
１
７・７
５
２・９
５
６
０

https://kaden-aom
ori.jp

お知らせ
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震

募
金
箱
の
設
置

広告

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

2月20日（火）

広告

LCR-3タイプ LS系タイプ

昭和57年～昭和59年製の
トヨトミ石油ファンヒーターを探しています

型
番
表
示
部
分

※現在の石油ファンヒーターはPSCで定められた安全装置が全機種についております。

青森県南部町_45*58 2c（K・DIC221S）

対象機種
LCR-3・LCR-3-1
LS-3・LS-3-1・LS-6

〒467-0855
名古屋市瑞穂区桃園町5番17号

フリーコール

0120-104-154
お客様よりお知らせ頂きました個人情報は、
商品の交換目的以外には使用いたしません

ご連絡先

上記期間に製造された製品には、現在、取り付けが義務化されている安全
装置が装着されておりません。誤った使用方法により、事故が起こる可能性
があるため、1986年（昭和61年）より自主交換を行っております。

広告
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町営市場の販売状況（12月16日～1月15日）

品名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

サンふじ（りんご） 580,524 124,294 214 165
王林（りんご） 42,496 7,853 185 166
シナノゴールド（りんご） 6,528 1,397 214 116
サンジョナゴールド（りんご） 1,106 191 172 79
はるか（りんご） 8,400 1,860 221 173
ぐんま名月（りんご） 5,222 866 166 110
ふじ（りんご） 5,144 929 181 153
紅玉（りんご） 1,292 276 214 200
長芋 28,636 8,041 281 253
にんにく 13,737 17,402 1,267 776
ゴボウ 4,182 997 238 206
短根人参 1,627 226 139 121
ねぎ 13,095 3,607 275 255
土ねぎ 8,247 1,095 133 108
ほうれん草 2,243 906 404 471
干柿 4,128 2,501 606 669
干菊 30 596 19,872 10,623

2・3月の休場日
2月  4日（日）・7日（水）・11日（日）・12日（月）・14日（水）・18日（日）・
　  21日（水）・25日（日）・28日（水）
3月  3日（日）・6日（水）・10日（日）・13日（水）・17日（日）・20日（水）・
　  24日（日）・27日（水）・31日（日）

町営市場をご利用の皆さんへ
市場販売代金を現金（窓口）扱いで登録されている方は、口座振

込への変更手続きをお願いします。
問合せ　町営市場　☎0179-22-0011

南部町医療センターからの
お知らせ  ☎0178-76-2001

眼科
受付　13時15分まで
※初診者は13時まで
診療　13時～

毎月　第2水曜日・第4水曜日

泌尿器科 要予約
診療　13時～

2月6日㈫・20日㈫・26日㈪
3月5日㈫

耳鼻咽喉科 受付　15時まで
診療　14時～15時30分

毎週　月曜日・金曜日

循環器内科

武田医師　毎週　月曜日・水曜日
受付　11時30分まで
診療　9時15分から
八戸赤十字病院医師　第1・第3水曜日
受付　15時まで
診療　14時～16時30分

整形外科 受付　11時15分まで
診療　9時～12時

2月2日㈮・9日㈮・16日㈮・22日㈭
3月1日㈮

入浴時のヒートショックの予防
▶温度差による急激な血圧の変化を防ぐため、入浴

前に浴室内や脱衣所を暖めておく。
▶42度のお湯で10分入浴すると、体温が38度近くに

達し、高体温などによる意識障害の危険があるため、
湯温は41度以下で、お湯につかるのは10分を目安
にする。

▶浴槽から急に立ち上がると、水圧で圧迫された血
管が一気に拡張し、脳に行く血液が減り意識を失
うことがあるため、ゆっくり立ち上がる。

▶飲酒後は一時的に血圧が下がったり、高齢の方は
食後低血圧によって失神することがあるため、飲
酒や食事直後の入浴は避ける。

問合せ　▶三戸消防署名川分署　　☎0178-76-2416
　　　　▶三戸消防署福地分遣所　☎0178-84-2103

編集後記
　人生の節目を祝福する「二十歳の祝典」。出席者に
は石川県金沢市在住の方もおり、1月1日に発生した
能登半島地震についてお話をうかがいました。
　ご家族と在宅中のところ地震が発生。大きな被害は
なかったものの「物が落ちてきてびっくり。大きな揺
れで立っていられず、怖かった」。大学の友人には、
被害が集中している能登半島北部出身の方も。「冬休
み中で帰省していたのでは…」と身を案じていました。
　「これからも、いつ何が起こるかわからない」。地震
を受け、一日一日を過ごし積み重ねることの大切さを
実感した様子に、自分自身、日々の何気ない日常が貴
重な時間であると、改めて思いました。　　　【美】
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第75号
発行・編集
議会広報編集委員会
☎0178-38-5971

▽　12月定例会の主な議案（22㌻～23㌻）
▽　議案に対する主な質疑（24㌻）
▽　一般質問
　⇒　第２次総合振興計画を達成するための取り組みは。（25㌻）
　⇒　低投票率の分析と今後の対応は。町営住宅保証人規定の見直しを。（26㌻）
　⇒　支障木・危険木の対応は。（27㌻）
　⇒　不登校児童・生徒の状況と対応は。（28㌻）
　⇒　町営市場の現状と今後の取り組みは（29㌻）
▽　議会傍聴（30㌻）
▽　常任委員会報告、議会活動報告（31㌻）

あ ら ま し

　総務企画・産業建設・教育民生の３つの常任委員会は、10月臨時会で選任された新たなメンバー
で活動を開始しました。11月に各委員会を開催し、今年度実施する所管事務調査の計画をまとめ
ました。調査結果は３月定例会で報告する予定です。

総務企画常任委員会
　１）消防団活動の現状と課題について
　２）地域間交流事業の現状と展望について
　３）投票率の現状と向上対策について
産業建設常任委員会
　１）有害鳥獣捕獲事業の現状と課題について
　２）風力発電施設の現状について
教育民生常任委員会
　１）小学校の現状と課題について
　２）学童保育の現状と課題について

総務企画常任委員会総務企画常任委員会 産業建設常任委員会産業建設常任委員会

教育民生常任委員会教育民生常任委員会

所管事務調査の計画所管事務調査の計画
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主な議案（第121回定例会）

第第
121121
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

定定
例例
会会

３
２
６
０
万
円
の
学
生
支
援
を
含
む

３
２
６
０
万
円
の
学
生
支
援
を
含
む

　
　
　
　
　
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

　
　
　
　
　
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

　
第
１
２
１
回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
、
令
和
５
年
度
各
会
計
補

正
予
算
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

▼
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
２
億
６
１
７
５
万
１

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
１
９
億
４
６
５
３
万

９
千
円
と
し
た
。

※　
主
な
歳
出
は
下
段
の
表

の
と
お
り
。

■
令
和
５
年
度
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▼
　
国
道
１
０
４
号
高
橋

工
区
線
形
改
良
事
業
で
支

障
と
な
る
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
制
御
盤
な
ど
の

移
設
に
係
る
工
事
請
負

費
を
増
額
す
る
な
ど
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
９
３
６
万
９
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を

２
億
８
２
８
８
万
９
千
円

と
し
た
。

め
、
債
務
負
担
行
為
を
設

定
し
た
。

主
な
議
案

1111
月月
3030
日日 

〜〜 

1212
月
５
日

月
５
日

■
令
和
５
年
度
町
営
地
方
卸

売
市
場
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▼
　
低
温
売
場
建
設
事

業
に
係
る
工
事
請
負
費

を
増
額
す
る
な
ど
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に

１
１
６
７
万
８
千
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
を

30
億
４
７
９
８
万
５
千
円

と
し
た
。

　
　
ま
た
、
低
温
売
場
建

設
事
業
の
完
了
が
令
和
６

年
度
と
な
る
た
め
、
限
度

額
を
４
０
０
０
万
円
と
定

予　
算

予　
算

１．受験生世帯の灯油購入支援給付金　765万円

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

▼
　
特
別
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
５
０
０
０
セ
ッ
ト

の
追
加
販
売
に
係
る
経

費
１
２
５
０
万
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
を

１
１
６
億
８
４
７
８
万
８

千
円
と
し
た
。

令和５年度一般会計補正予算（第６号）の主な内容令和５年度一般会計補正予算（第６号）の主な内容

専
決
処
分

専
決
処
分

低
温
売
場
建
設
事
業

　
　
町
営
市
場
内
中
央
部

に
葉
物
類
や
根
菜
類
を
、

荷
受
け
か
ら
競
売
ま
で
の

間
、
一
時
的
に
置
く
場
所

と
し
て
低
温
売
場
を
建
設

す
る
。
夏
季
は
10
℃
か
ら

20
℃
、
冬
季
は
３
℃
か
ら

５
℃
に
保
た
れ
る
。
利
用

料
は
無
料
で
、
令
和
６
年

５
月
に
完
成
予
定
。

２．大学生等を持つ親等への支援金給付事業
2300万円

３．ふるさと南部からのエール便送付事業
195万円

※１、２の給付を受けるには、申請が必要です。
　申請期限は２月29日までです。
問合せ　学務課　☎0178-38-5968

　受験生（中学校３年生または高校
３年生）を持つ世帯に、灯油購入支
援金３万円を給付します。

　大学などに通うため、自宅から通学している方
へは５万円、自宅外から通学している方へは７万
円を給付します。

　南部町を離れて大学などに修学している学生に
町で生産・加工された特産品を送付します。

令和４年度に送付した「ふるさと南部からのエール便」令和４年度に送付した「ふるさと南部からのエール便」

※エール便の受付は終了しました。

広報なんぶちょう 2月号 22



主な議案（第121回定例会）

条　
例

条　
例

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

▼
　
地
方
税
法
な
ど
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
令
和
５
年

11
月
以
降
に
出
産
す
る
予

定
、
ま
た
は
、
出
産
し
た

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

に
係
る
国
民
健
康
保
険
税

を
減
額
す
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
行
っ
た
。

■
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
　
家
畜
伝
染
病
の
防
疫

作
業
の
う
ち
、
心
身
に
著

し
い
負
担
を
与
え
る
と
認

め
ら
れ
る
も
の
に
従
事
し

た
場
合
に
支
給
す
る
感
染

症
等
防
疫
作
業
手
当
の
支

給
限
度
額
を
３
５
０
円
か

ら
６
０
０
円
に
引
き
上
げ

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
　
議
員
並
び
に
町
長
、

副
町
長
お
よ
び
教
育
長
の

12
月
の
期
末
手
当
の
支
給

割
合
を
、
県
の
改
正
に
準

じ
、
０・０
５
月
引
き
上

げ
１・６
５
月
分
と
し
、

令
和
６
年
６
月
お
よ
び

12
月
の
支
給
割
合
を
１
・

６
２
５
月
分
と
同
じ
割
合

に
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
。

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

▼
　
県
人
事
委
員
会
か
ら

の
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
報
告
お
よ
び
勧
告
に
準

じ
、
職
員
の
期
末
手
当
と

勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を

合
わ
せ
て
０・１
月
引
き

上
げ
る
ほ
か
、
給
料
月
額

を
引
き
上
げ
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
監
査
委
員
条
例
及
び
病
院

事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

▼
　
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
引
用
し
て
い

る
条
項
を
改
め
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
　
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
規
定
し
て
い
る
内
閣

府
令
の
改
正
に
伴
い
、
引

用
し
て
い
る
条
項
を
改
め

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。
な
お
、
町
内
の

認
定
こ
ど
も
園
な
ど
へ
の

影
響
は
な
い
。

■
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定

▼
　
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
と
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
が
、
令
和
６

年
度
か
ら
、
地
方
公
営
企

業
法
の
規
定
に
基
づ
く
財

務
規
定
な
ど
を
適
用
す
る

必
要
が
生
じ
た
た
め
、
新

た
に
条
例
を
制
定
し
た
。

契　
約

契　
約

■
財
産
の
取
得
（
町
長
車
）

▼
　
購
入
す
る
車
両
の
車

種
は
、
レ
ク
サ
ス
Ｌ
Ｓ

５
０
０
Ｈ
Ｖ
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
、
初
年
度
登
録
は

平
成
30
年
１
月
。
納
入
期

限
は
令
和
５
年
12
月
20
日
。

【
売
買
代
金
】

　
８
６
８
万
５
８
５
９
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
青
森
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式

会
社
　
代
表
取
締
役
社
長

小
野
大
介

　令和６年度から、公共下水道
事業特別会計と農業集落排水事
業特別会計が、企業会計へ移行
します。

国民健康保険税条例の一部改正

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ・・・

出産予定月

減額期間

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ・・・

出産予定月

減額期間

多胎妊娠の場合

単胎妊娠の場合

※出産予定月の前月から、出産予定月の翌々月の保険税が減額対象。

※出産予定月の３か月前から、出産予定月の翌々月の保険税が減額対象。

　令和５年11月以降に出産した国民健康保険の被保険者は国民健康保
険税が減額されます。令和６年１月より前の期間は減額の対象となりま
せん。

下水道事業会計はどう変わるの？

経営状況の明確化
　１年間の収支を示す損益計算書や経営状
況を示す貸借対照表などが作成でき、経営
分析が行えます。

期待される効果

適正な財産管理
　減価償却による管理で、全ての資産を一
定の評価基準に従い整理し、老朽化対策な
どへの対応や資金調達の必要性が明確にで
きます。
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議案に対する主な質疑
■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

【
問
】　

追
加
販
売
す
る
特

別
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

販
売
予
定
日
は
。
ま
た
、

重
複
し
て
購
入
で
き
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
の
対
策

は
。

八
木
田
憲
司　
議
員

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

　
　
特
別
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
追
加
販
売
は
、
12
月

18
日
か
ら
平
日
販
売
の
み

と
す
る
。
追
加
販
売
を
周

知
す
る
チ
ラ
シ
に
は
、
前

回
購
入
し
た
方
は
再
購
入

で
き
な
い
旨
を
明
記
す
る
。

※　
特
別
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
は
、
好
評
に
つ
き
完
売

し
ま
し
た
。

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

【
問
】　

南
部
地
区
学
童
保

育
の
移
設
に
関
す
る
補
正

の
内
容
は
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
が
屋
内
外
で
遊
ぶ

際
の
安
全
へ
の
配
慮
は
。

工
藤
愛　
議
員

【
健
康
こ
ど
も
課
長
答
弁
】

　
　
補
正
予
算
で
は
、
看
板

の
張
替
え
、
下
駄
箱
の
設

置
、
フ
ロ
ア
の
清
掃
費
用

を
計
上
し
て
い
る
。

　
　
外
で
遊
ぶ
た
め
の
安
全

対
策
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
を

張
り
、
道
路
に
直
接
出
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
や
中

庭
の
改
修
な
ど
を
検
討
し

て
お
り
、
新
年
度
予
算
に

計
上
し
て
い
く
。

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

【
問
】　

補
正
予
算
で
新
た

に
購
入
す
る
イ
ノ
シ
シ
用

の
箱
わ
な
２
台
の
活
用
方

法
は
。
ま
た
、
鳥
獣
被
害

対
策
の
検
討
は
。

中
舘
文
雄　
議
員

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

【
農
林
課
長
答
弁
】

　
　
現
在
、
イ
ノ
シ
シ
用
の

箱
わ
な
１
基
、
く
く
り
わ

な
10
個
を
所
有
し
て
い
る

が
、
出
没
頭
数
が
非
常
に

多
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

わ
な
の
数
を
増
や
し
て
対

応
し
て
い
く
。

　
　
鳥
獣
被
害
対
策
は
、
新

年
度
予
算
で
対
策
費
の
計

上
を
検
討
し
て
い
く
。

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

【
問
】　

箱
わ
な
の
設
置
や

管
理
は
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
。
ま
た
、
電
気
柵
な

ど
の
防
護
柵
を
設
置
す
る

考
え
は
。川

守
田
稔　
議
員

【
農
林
課
長
答
弁
】

　
　
箱
わ
な
の
設
置
は
、
資

格
を
持
つ
猟
友
会
の
方
に

設
置
を
委
託
し
て
い
る
。

わ
な
の
管
理
は
、
町
が

行
っ
て
い
る
。

　
　
被
害
防
止
対
策
協
議

会
を
今
年
度
中
に
立
ち
上

げ
、
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ

い
て
協
議
し
、
国
の
交
付

金
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
、
電
気
柵
も
検
討
し
て

い
く
。

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

【
問
】　

他
県
で
実
施
し
て

い
る
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
し

た
場
合
の
報
奨
金
を
導
入

す
る
考
え
は
。
ま
た
、
狩

猟
免
許
取
得
に
対
す
る
補

助
金
を
設
け
る
考
え
は
。

西
野
耕
太
郎　
議
員

【
農
林
課
長
答
弁
】

　
　
捕
獲
し
た
際
の
報
奨

金
は
な
い
が
、
町
で
は
、

猟
友
会
に
対
し
、
補
助
金

や
報
償
費
を
支
出
し
て
い

る
。
現
に
支
出
し
て
い
る

公
金
と
の
重
複
が
な
い
よ

う
に
精
査
し
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
狩
猟
免
許
取
得
費
の
助

成
は
、
新
年
度
予
算
へ
の

計
上
を
検
討
し
て
い
く
。

イノシシ用箱わなの設置の様子イノシシ用箱わなの設置の様子

▼りんご畑に出没し、畑を
掘る様子が記録された。
令和５年11月24日撮影（下名久井）令和５年11月24日撮影（下名久井）

◀イノシシの親子と見られ
る集団が監視カメラに撮影
された。
令和５年11月４日撮影（下名久井）令和５年11月４日撮影（下名久井）

広報なんぶちょう 2月号 24



一  般  質  問ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！
質　
問　
第
２
次
南
部
町
総

合
振
興
計
画
に
掲
げ
る
次
の

14
項
目
に
つ
い
て
、
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
実
施
す
る

施
策
の
内
容
は
。

①
認
定
農
業
者
数

②
新
規
就
農
者
数

③
り
ん
ご
海
外
輸
出
額

④
農
業
体
験
受
入
数

⑤
外
国
人
の
年
間
民
泊
者
数

⑥
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
件
数

⑦
若
年
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
異
常
率

⑧
自
殺
死
亡
率

⑨
介
護
予
防
教
室
を
実
施
し

て
い
る
町
内
会
数

⑩
65
歳
以
上
人
口
に
占
め
る

要
介
護
認
定
率

⑪
防
災
訓
練
参
加
者
数

⑫
自
主
防
災
組
織
の
設
置
数

⑬
地
場
産
品
を
活
用
し
た
食

育
事
業
実
施
小
・
中
学
校

⑭
学
校
施
設
開
放
校
数

町
長
答
弁

①
認
定
農
業
者

の
メ
リ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と

と
も
に
、
経
営
改
善
計
画
の

認
定
を
受
け
た
農
業
者
に
対

し
、
農
業
機
械
や
設
備
導
入

へ
の
支
援
を
継
続
し
て
い
く

ほ
か
、
連
絡
協
議
会
と
連
携

し
な
が
ら
経
営
力
や
生
産
技

術
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

②
国
や
町
独
自
の
補
助
制
度

な
ど
に
よ
り
、
新
た
な
農
業

の
担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
。

③
り
ん
ご
海
外
輸
出
額
の
推

移
は
右
下
グ
ラ
フ
の
と
お
り
。

第
２
次
総
合
振
興
計
画
を
達
成
す
る
た
め
の

第
２
次
総
合
振
興
計
画
を
達
成
す
る
た
め
の

取
り
組
み
は

取
り
組
み
は

各
業
種
に
対
す
る
補
助
事
業
の
実
施
や
関
係

各
業
種
に
対
す
る
補
助
事
業
の
実
施
や
関
係

団
体
と
協
力
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る

団
体
と
協
力
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る

問問答答

夏 堀 剛 充 議 員

　
町
り
ん
ご
輸
出
組
合
と
情

報
共
有
を
図
り
、
輸
出
額
の

増
加
を
目
指
し
て
い
く
。

④
⑤
県
や
関
係
機
関
と
連
携

し
、
修
学
旅
行
な
ど
の
誘
致

を
進
め
る
ほ
か
、
受
入
環
境

整
備
の
経
費
を
助
成
す
る
な

ど
、
受
入
者
数
の
増
加
を
目

指
し
て
い
く
。

⑥
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書

に
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク

の
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
制
度

を
周
知
す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
登
録
物
件
を
掲

載
す
る
な
ど
、
物
件
の
利
活

用
を
促
進
し
て
い
く
。

⑦
若
年
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
後
に
保
健
師
と
栄
養
士
に

よ
る
健
康
教
室
や
親
子
健
康

面
談
を
実
施
す
る
な
ど
、
異

常
率
の
低
下
に
努
め
て
い
く
。

⑧
自
殺
死
亡
率
は
左
下
グ
ラ

フ
の
と
お
り
。

　
心
の
健
康
づ
く
り
に
関
す

る
正
し
い
知
識
の
普
及
、
相

談
窓
口
の
整
備
、
心
の
健
康

診
断
や
診
断
後
の
相
談
の
実

施
、
研
修
会
な
ど
で
身
近
な

人
の
不
調
に
早
期
に
気
づ
き

適
切
に
対
応
で
き
る
人
材
の

育
成
に
努
め
て
い
く
。

⑨
介
護
予
防
教
室
事
業
の
廃

止
に
伴
い
、
後
期
基
本
計
画

か
ら
「
南
部
町
い
き
い
き
ポ

イ
ン
ト
参
加
者
数
」
を
新
た

な
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
し
、
令

和
４
年
度
の
参
加
者
数
は

１
１
２
人
で
、
令
和
９
年
度

の
目
標
を
１
２
０
人
と
し
て

い
る
。
事
業
内
容
を
周
知

し
、
事
業
参
加
者
の
増
加
を

図
り
、
要
介
護
認
定
率
の
抑

制
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

⑩
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
事
業
の
推
進
に
よ

り
、
介
護
を
必
要
と
し
な
い

元
気
な
高
齢
者
の
増
加
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

⑪
防
災
訓
練
参
加
者
数
は
、

訓
練
内
容
に
よ
り
変
動
す
る

た
め
、
後
期
基
本
計
画
で
は

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
か
ら
除
外
し

て
い
る
。

⑫
自
主
防
災
組
織
の
設
置
数

は
、「
世
帯
カ
バ
ー
率
」
に

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
変
更
し
、

令
和
４
年
度
は
84
・
16
％
。

令
和
９
年
度
の
目
標
を
89
・

46
％
と
し
て
い
る
。
行
政
員

会
議
で
の
説
明
や
自
主
防
災

組
織
設
置
の
働
き
か
け
を
行

う
ほ
か
、
設
置
さ
れ
た
組
織

に
対
し
、
備
品
整
備
や
防
災

活
動
に
要
す
る
経
費
の
助
成

な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

⑬
地
場
産
品
を
活
用
し
た
食

育
事
業
は
、
後
期
基
本
計
画

の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
か
ら
除
外

し
て
い
る
が
、
学
校
給
食
で

は
、
米
は
１
０
０
％
南
部
町

産
を
使
用
し
、
６
月
と
11
月

の
「
ふ
る
さ
と
産
品
給
食
の

日
」
に
は
、
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト

や
ゼ
ネ
ラ
ル
・
レ
ク
ラ
ー
ク

な
ど
を
提
供
し
て
い
る
。
ま

た
、
食
に
関
す
る
出
前
授
業

を
実
施
す
る
な
ど
、
地
場
産

品
の
消
費
や
食
育
に
関
す
る

普
及
に
努
め
て
い
る
。

⑭
学
校
施
設
開
放
校
数
は
、

後
期
基
本
計
画
の
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
か
ら
除
外
し
て
い
る

が
、
学
校
運
営
に
支
障
が
な

い
範
囲
で
全
て
の
施
設
を
開

放
し
て
お
り
、
廃
校
と
な
っ

た
学
校
も
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
開
放
し
て
い
る
。
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26.7
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40.0

50.0
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( 目標値 )

りんご海外輸出額の推移

自殺死亡率の推移

※死亡率は、人口10万人当たりの自殺者数を示しています。
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一  般  質  問

質　
問　
令
和
５
年
９
月
に

行
わ
れ
た
議
会
議
員
一
般
選

挙
の
投
票
率
は
54
・
82
％

で
、
平
成
27
年
の
70
・
58
％

か
ら
大
き
く
投
票
率
が
低
下

し
た
。
全
て
の
世
代
が
前
向

き
に
政
治
に
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
、
こ
の
地
域
の
未
来

を
明
る
く
す
る
と
考
え
、
次

の
質
問
を
す
る
。

①
年
代
別
の
投
票
率
は
。

②
投
票
率
が
低
い
年
代
の
要

因
は
。
ま
た
、
そ
の
解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

③
選
挙
公
報
発
行
の
考
え
は
。

選
挙
管
理
委
員
長
答
弁

①

年
代
別
有
権
者
数
と
投
票
率

は
、
下
グ
ラ
フ
の
と
お
り
。

②
90
歳
以
上
と
29
歳
以
下
の

２
つ
の
年
代
の
投
票
率
が
、

他
の
年
代
と
比
べ
低
く
な
っ

て
い
る
。
高
齢
に
よ
る
身
体

機
能
な
ど
の
低
下
、
政
治
や

行
政
に
対
す
る
関
心
が
低
い

な
ど
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

　
投
票
率
向
上
の
た
め
、
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
町

内
在
住
の
大
学
生
を
投
票
立

会
人
と
し
て
選
任
す
る
「
学

生
立
会
人
制
度
」、
期
日
前

投
票
に
保
護
者
な
ど
と
一
緒

に
訪
れ
た
子
ど
も
に
対
し
筆

記
用
具
や
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
「
子
ど
も
と
一
緒

に
選
挙
へ
Ｇ
Ｏ
」
を
実
施
し

た
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
不

在
者
投
票
の
請
求
が
で
き
る

町
営
住
宅
保
証

町
営
住
宅
保
証

人
規
定
の
見
直
し
を

人
規
定
の
見
直
し
を

問問

令
和
６
年
度
か

令
和
６
年
度
か

ら
連
帯
保
証
人
を

ら
連
帯
保
証
人
を

１
人
と
す
る

１
人
と
す
る

答答

答答
多くの有権者に投票してもらえるよう、多くの有権者に投票してもらえるよう、
事例を研究し、投票率向上に取り組む事例を研究し、投票率向上に取り組む

問問 低投票率の分析と今後の対応は低投票率の分析と今後の対応は

国
の
制
度
「
ぴ
っ
た
り
サ
ー

ビ
ス
」
を
活
用
す
る
な
ど
、

若
い
世
代
に
投
票
し
て
も
ら

う
た
め
の
取
り
組
み
を
実
施

し
た
。

③
次
回
町
長
選
挙
か
ら
の
選

挙
公
報
の
発
行
を
目
指
し
、

関
係
条
例
の
整
備
な
ど
を
進

め
て
い
く
。

質　
問　
町
営
住
宅
入
居
の

際
の
保
証
人
規
定
や
、
増
加

す
る
単
身
高
齢
者
の
支
援
に

つ
い
て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
連
帯
保
証
人
を
原
則
１
人

と
す
る
考
え
は
。

②
連
帯
保
証
人
規
定
を
廃
止

す
る
考
え
は
。

③
身
寄
り
の
な
い
単
身
世
帯

者
の
死
後
事
務
の
対
応
は
。

④
終
活
支
援
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
策
定
な
ど
が
必
要
と
考
え

る
が
、
町
の
対
応
は
。

町
長
答
弁

①
令
和
６
年
度

か
ら
町
営
住
宅
入
居
者
全
員

の
連
帯
保
証
人
を
１
人
と
す

る
よ
う
進
め
て
い
く
。

②
町
営
住
宅
の
維
持
・
管
理

の
た
め
に
は
、
安
定
し
た
住

宅
使
用
料
収
入
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
入
居
者
に

対
す
る
納
付
指
導
や
使
用
料

滞
納
の
抑
止
対
策
、
ま
た
、

他
の
入
居
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

を
予
防
す
る
た
め
に
も
連
帯

保
証
人
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
た
め
、
廃
止
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

③
遺
体
の
引
き
取
り
手
が
い

な
い
場
合
は
、
死
亡
地
の
市

町
村
で
遺
体
の
火
葬
や
埋
葬

を
行
う
。

④
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
高
齢
者
の
相
談
に
応

じ
つ
つ
、
身
寄
り
の
な
い
方

や
頼
れ
る
親
族
の
い
な
い
方

の
緊
急
連
絡
先
の
確
認
、
確

保
に
努
め
て
い
る
。
本
人
の

判
断
能
力
が
低
下
し
て
い
る

場
合
に
は
、
成
年
後
見
制
度

の
申
立
て
手
続
き
を
進
め
る

な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。

　
１
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

が
増
加
し
て
お
り
、
終
活
に

関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
他
の
自
治

体
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
町
の
終
活
支
援
を
検
討

し
て
い
く
。

0
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1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

20

30

40

50

60

70

80投票率
有権者数

90歳以上80代70代60代50代40代30代20代19歳以下

（人） （％）

全体の投票率 54.82％

28.37％28.37％28.37％
31.26％31.26％31.26％

1030人1030人1030人

215人215人215人

651人651人651人

1314人1314人1314人

1779人1779人1779人

2352人2352人2352人

2763人2763人2763人
2882人2882人2882人

1724人1724人1724人

44.52％44.52％44.52％

49.18％49.18％49.18％

56.55％56.55％56.55％

67.93％67.93％67.93％
68.60％68.60％68.60％

52.15％52.15％52.15％

21.20％21.20％21.20％

年代別有権者数と投票率
（令和５年９月24日執行　南部町議会議員一般選挙）

工 藤 愛 議 員
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ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！
質　
問　
近
年
、
異
常
気
象

に
よ
り
全
国
で
街
路
樹
が
倒

れ
る
事
故
が
相
次
い
で
い
る

こ
と
を
受
け
、
国
土
交
通
省

は
、
自
治
体
が
管
理
す
る
高

さ
３
メ
ー
ト
ル
以
上
の
街
路

樹
を
対
象
に
、
過
去
の
倒
木

の
数
と
倒
木
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
伐
採
し
た
本
数
の
調

査
を
行
っ
た
。

　
令
和
５
年
４
月
の
民
法
改

正
に
よ
り
、
越
境
さ
れ
た
土

地
の
所
有
者
は
、
竹
木
の
所

有
者
に
枝
を
切
除
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
原
則
は

維
持
し
つ
つ
、
特
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
に
、
越
境
し

た
枝
を
切
除
で
き
る
よ
う
に

な
る
新
た
な
ル
ー
ル
が
導
入

さ
れ
た
。

　
人
や
車
の
通
行
を
妨
げ
る

「
支
障
木
」
や
、
倒
木
に
よ

り
生
命
や
財
産
に
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
「
危

険
木
」
は
、
視
界
が
悪
く
な

り
交
通
事
故
の
原
因
に
な
る

ほ
か
、
枝
を
避
け
よ
う
と
セ

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
は
み
出
し

て
運
転
せ
ざ
る
を
得
な
い
場

面
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
か

ら
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
過
去
の
倒
木
の
数
と
倒
木

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
伐
採

し
た
本
数
は
。

②
支
障
木
や
危
険
木
の
把
握

と
対
応
は
。

支
障
木
・
危
険
木
の
対
応
は

支
障
木
・
危
険
木
の
対
応
は

通
行
者
の
安
全
を
第
一
に
、
道
路
の
維
持

通
行
者
の
安
全
を
第
一
に
、
道
路
の
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
く

管
理
を
行
っ
て
い
く

問問答答

町
長
答
弁

①
国
土
交
通
省

に
よ
る
全
国
の
自
治
体
を
対

象
に
行
っ
た
街
路
樹
倒
木
の

実
態
調
査
は
、
令
和
元
年
４

月
か
ら
令
和
５
年
９
月
ま
で

の
倒
木
の
数
と
、
倒
木
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
伐
採
し
た

本
数
を
調
べ
る
も
の
で
、
当

町
で
は
街
路
樹
に
お
け
る
倒

木
お
よ
び
倒
木
未
然
防
止
の

た
め
の
伐
採
は
無
く
、
該
当

な
し
と
回
答
し
た
。

　
台
風
な
ど
の
強
風
や
大

雨
、
ま
た
、
大
雪
な
ど
に
よ

る
道
路
沿
い
の
倒
木
処
理
と

倒
木
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

伐
採
は
適
宜
行
っ
て
い
る

が
、
本
数
は
記
録
し
て
い
な

い
。

②
令
和
５
年
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
た
改
正
民
法
の
規
定

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が

所
有
し
て
い
る
道
路
に
も
適

用
さ
れ
る
。
道
路
に
隣
接
地

の
竹
木
が
越
境
し
て
い
る
場

合
は
、
改
正
法
の
規
定
に
よ

り
枝
を
切
除
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
支
障
木
や
危
険
木
は
、
建

設
課
が
行
う
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
の
ほ
か
、
行
政
員
、
地
域

住
民
の
方
な
ど
か
ら
の
情
報

提
供
に
よ
り
把
握
し
て
い
る
。

　
支
障
木
な
ど
が
道
路
敷
地

内
の
場
合
は
、
町
が
伐
採
や

枝
の
切
り
落
と
し
を
行
っ
て

い
る
。
道
路
敷
地
以
外
の
個

人
所
有
地
に
あ
る
場
合
は
、

所
有
者
に
対
応
し
て
い
た
だ

く
よ
う
依
頼
し
て
い
る
が
、

所
有
者
の
対
応
が
困
難
で
あ

り
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
だ
と

通
行
者
の
安
全
が
確
保
で
き

な
い
と
判
断
し
た
と
き
は
、

所
有
者
の
同
意
を
得
て
、
伐

採
や
枝
の
切
り
落
と
し
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
通
行
者
の
安
全

を
第
一
に
、
倒
木
な
ど
に
よ

る
支
障
が
無
い
良
好
な
状
態

の
道
路
を
保
つ
よ
う
対
応
し

て
い
く
。

倒木により通行ができなくなった道路倒木により通行ができなくなった道路

松 本 啓 吾 議 員

歩道歩道 車道車道 私有地私有地私有地私有地

4.5m4.5m

2.5m2.5m

通行の支障となる範囲通行の支障となる範囲

通行の支障となる範囲通行の支障となる範囲

道路法第30条および道路構造令
第12条では、道路を安全に通行
するため、
・車道の上空　４．５ｍ
・歩道の上空　２．５ｍ
の範囲内に障害となるものを置
いてはならない。
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一  般  質  問

質　
問　
文
部
科
学
省
が
実

施
し
た
令
和
４
年
度
児
童
生

徒
の
問
題
行
動
・
不
登
校
等

生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
関

す
る
調
査
の
結
果
で
は
、
不

登
校
児
童
生
徒
数
や
い
じ
め

の
認
知
件
数
な
ど
、
多
く
の

項
目
で
過
去
最
多
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
約
４
割
の
児

童
生
徒
が
支
援
を
受
け
て
い

な
い
と
い
う
注
目
す
べ
き
実

態
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

考
え
ら
れ
る
原
因
と
し

て
、
コ
ロ
ナ
に
起
因
す
る
も

の
や
不
規
則
な
生
活
リ
ズ

ム
、
先
生
と
の
関
係
な
ど
多

種
多
様
で
あ
り
、
国
も
緊
急

措
置
を
講
じ
よ
う
と
予
算
措

置
を
取
っ
て
い
る
。

　
教
育
現
場
で
の
施
策
以
外

で
も
、
医
療
ケ
ア
や
町
の
資

源
を
使
っ
た
体
験
、
社
会
と

の
交
流
機
会
の
創
出
な
ど
、

南
部
町
を
生
か
し
た
解
決
策

答答
多様な学び場の創出、支援の仕組み多様な学び場の創出、支援の仕組み
づくりをしていくづくりをしていく

問問 不登校児童・生徒の状況と対応は不登校児童・生徒の状況と対応は

が
あ
る
と
考
え
、
ま
た
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
こ
の
問
題
に

取
り
組
む
こ
と
で
南
部
町
の

豊
か
な
明
る
い
未
来
が
あ
る

と
信
じ
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
町
内
の
不
登
校
児
童
生
徒

の
調
査
結
果
と
結
果
へ
の
見

解
は
。

②
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
対
応
と
課
題
は
。

③
今
後
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長
答
弁

①
学
校
を
30

日
以
上
欠
席
し
た
児
童
生
徒

は
、
小
学
校
で
は
５
名
、
中

学
校
で
は
18
名
、
計
23
名
で

あ
っ
た
。

　
主
な
要
因
は
、
小
中
学
校

と
も
不
登
校
児
童
生
徒
の
半

数
以
上
が
心
理
的
・
情
緒
的

要
因
に
よ
る
「
無
気
力
で
何

と
な
く
登
校
し
な
い
」
も
し

く
は
「
登
校
の
意
思
は
あ
る

が
漠
然
と
し
た
不
安
を
覚
え

登
校
し
な
い
・
で
き
な
い
」

こ
と
が
理
由
で
あ
る
と
回
答

し
て
い
る
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
臨
時
休
業
や
学
級
閉
鎖

が
多
く
な
り
、
も
と
も
と
不

登
校
傾
向
の
児
童
生
徒
が
不

登
校
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
考

え
ら
れ
る
。

　
不
登
校
と
な
っ
た
主
な
要

因
が
明
確
で
あ
れ
ば
解
決
の

糸
口
が
見
え
て
く
る
が
、
無

気
力
や
漠
然
と
し
た
不
安
を

抱
え
登
校
で
き
な
い
児
童
生

徒
は
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず

一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ん
で

い
る
可
能
性
や
、
児
童
生
徒

の
不
安
や
悩
み
が
従
来
と
は

異
な
る
形
で
現
れ
て
い
る
な

ど
、
多
様
化
し
て
い
る
こ
と

を
考
慮
し
、
周
囲
の
大
人
た

ち
が
組
織
的
に
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

②
校
長
、
教
頭
、
生
徒
指
導

主
任
な
ど
で
組
織
す
る
「
校

内
不
登
校
対
策
委
員
会
」
を

各
学
校
で
設
置
し
、
家
庭
訪

問
や
電
話
に
よ
る
本
人
や
家

庭
か
ら
の
状
況
報
告
、
今
後

の
方
針
な
ど
を
定
期
的
に
話

し
合
う
た
め
会
議
を
開
催
し

て
い
る
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ

る
相
談
や
指
導
を
展
開
し
て

い
る
が
、
必
ず
し
も
課
題
解

決
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と

い
う
実
情
が
あ
る
。

③
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

加
え
、
個
々
の
状
況
に
応
じ

て
独
自
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

設
定
し
、
落
ち
着
い
た
空
間

で
学
習
や
生
活
に
取
り
組
む

こ
と
の
で
き
る
学
校
内
の
環

境
づ
く
り
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
授
業
配
信
、
ま
た
、
児

童
生
徒
だ
け
で
な
く
保
護
者

も
利
用
可
能
な
ウ
ェ
ブ
上
で

の
相
談
窓
口
の
開
設
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
組
織
的
な

取
り
組
み
と
多
様
な
学
び
場

の
創
出
、
支
援
の
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
。

　
校
長
会
な
ど
を
通
じ
、
家

庭
で
の
不
登
校
児
童
生
徒
の

様
子
、
保
護
者
の
子
ど
も
に

対
す
る
考
え
方
、
進
路
な
ど

の
情
報
把
握
に
よ
り
一
層
努

め
る
よ
う
指
導
し
、
不
登
校

児
童
生
徒
の
安
心
で
き
る
居

場
所
や
時
間
帯
は
ど
こ
か
、

探
っ
て
い
き
た
い
。

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000 計

中学校
小学校

R4R3R2R1H30H29

( 人 ) 299,048 人

193,936 人

105,112 人

出典：文部科学省."令和４年度児童生徒の問題行動・不登校生徒指導上の諸課題に関す
る調査結果の概要"(参照2023-12-20)

不登校児童生徒の推移
沼 畑 俊 吉 議 員
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ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！
質　
問　
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
農
業
者
の
減
少
や
高

齢
化
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加

な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ

る
。
全
国
唯
一
の
町
営
地
方

卸
売
市
場
を
運
営
し
て
い
る

当
町
と
し
て
、
販
売
の
側
面

か
ら
も
農
家
を
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
出
荷
者
数
の
推
移
は
。

②
販
売
金
額
の
推
移
と
今
後

の
見
通
し
は
。

③
集
荷
支
援
の
現
状
と
課
題

は
。

④
市
場
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
の
施
策
の
現
状
と
今
後
の

取
組
は
。

町
長
答
弁

①
②
出
荷
者
数

の
推
移
と
販
売
金
額
の
推
移

は
下
表
の
と
お
り
。

　
令
和
４
年
度
は
、
リ
ン
ゴ

が
全
国
的
な
豊
作
傾
向
に
よ

り
価
格
が
低
下
し
た
こ
と
、

ま
た
、
ニ
ン
ニ
ク
は
コ
ロ
ナ

禍
で
高
騰
し
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
収
束
や
物
価
高

騰
に
よ
る
消
費
意
欲
の
後
退

に
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
水

準
の
価
格
と
な
っ
た
。

　
今
後
の
見
通
し
は
、
当
市

場
の
主
力
で
あ
る
リ
ン
ゴ
の

状
況
に
左
右
さ
れ
る
が
、
全

国
的
に
果
実
・
野
菜
と
も
に

気
候
変
動
の
影
響
を
受
け
た

収
量
の
減
少
に
伴
う
価
格
の

高
騰
に
よ
り
、
販
売
金
額
は

町
営
市
場
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は

町
営
市
場
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は

補
助
事
業
の
実
施
や
関
係
団
体
と
協
力
し
た

補
助
事
業
の
実
施
や
関
係
団
体
と
協
力
し
た

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く

問問答答

増
加
し
て
い
く
と
考
え
て
い

る
。

③
６
月
か
ら
８
月
の
期
間
、

名
川
地
区
と
南
郷
地
区
の
６

集
落
を
対
象
に
、
業
務
委
託

に
よ
り
集
荷
を
し
て
い
る
。

出
荷
が
困
難
な
方
に
対
し
て

は
、
職
員
が
集
荷
に
伺
う
な

ど
、
可
能
な
限
り
対
応
し
て

い
る
。

　
集
荷
業
務
委
託
の
期
間
延

長
や
集
荷
地
域
の
拡
大
が
課

題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、

１
年
を
通
し
て
運
送
業
者
に

委
託
し
た
場
合
の
費
用
対
効

果
や
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
対
応

し
て
い
く
。

④
生
産
者
と
買
受
人
の
情
報

交
換
や
意
見
収
集
を
目
的
と

し
た
情
報
懇
談
会
や
、
主
力

品
種
で
あ
る
南
部
地
方
の
リ

ン
ゴ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
販
売
促
進

を
目
指
す
な
ん
ぶ
り
ん
ご
市

を
開
催
し
た
ほ
か
、
糖
度
セ

ン
サ
ー
使
用
に
よ
る
厳
選
し

た
サ
ン
ふ
じ
の
販
売
を
行
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
な
ど
、

市
場
の
活
性
化
に
向
け
各
種

施
策
を
展
開
し
て
き
た
。

　
ま
た
、
新
た
に
低
温
売
場

を
建
設
す
る
こ
と
で
、
気
温

0

５億

10億

15億

20億

25億

30億

4万

5万

6万
販売金額

出荷者数

R4R3R2R1H30

（円） （人）
5万 8632人5万 8632人5万 8632人

5万 4468人5万 4468人5万 4468人

5万 1039人5万 1039人5万 1039人

４万 9691人４万 9691人４万 9691人

４万 7441人４万 7441人４万 7441人

22億 6220万円22億 6220万円22億 6220万円26億 1024万円26億 1024万円26億 1024万円

27億 5138万円27億 5138万円27億 5138万円

27億 1752万円27億 1752万円27億 1752万円
28億 532万円28億 532万円28億 532万円

の
高
い
状
況
で
も
、
野
菜
な

ど
の
鮮
度
が
保
た
れ
、
高
値

で
の
取
引
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
施
策
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
継
続
し
、

出
荷
面
に
お
け
る
支
援
や
販

売
面
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を

通
し
て
多
く
の
方
に
町
営
市

場
を
利
用
で
き
る
環
境
を
整

え
、
市
場
活
性
化
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

馬 場 又 彦 議 員

・ドライバーの拘束時間の減少
・売上、利益の減少

・物流コストの増大
・長距離輸送の依頼が難しくなる

トラック事業者の問題

荷主企業（依頼主）の問題

出典：国土交通省東北運輸局."物流の「2024年問題」とは"
(https://wwwtb.mlit.go.jp/tohoku/00001_00251.html).(参照2023-12-21)

2024年４月以降、自動車運転業務の年
間時間外労働時間の上限が制限される
ことで発生する問題の総称です。ドラ
イバー不足や輸送力の低下が懸念され、
2030年には「全国で約35％の荷物が運
べなくなる」と試算されています。

⇒
物流の2024年問題ってなに？

出荷者数と販売金額の推移
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議会傍聴

　令和６年度当初予算を審議する３
月定例会は２月27日に開会する予定
です。
　傍聴席には限りがありますので、
団体で傍聴される際には、議会事務
局までお問い合わせください。
　ぜひ傍聴にお越しください。

議場見学や議会傍聴にお越しいただきました！議場見学や議会傍聴にお越しいただきました！
南部小学校２年生南部小学校２年生

▲議場や役場庁舎を見学した南部小２年の
石井昌伸さんは「ぼくも役場の人になってみ
たいな」と興奮しながら話してくれました。

▲職場見学に訪れた名川小学校２年生の児
童。普段入れない議場に緊張していました。

▲勤労感謝で役場を訪れたあかね幼稚園の園児たち。広い
議場におおはしゃぎでした。
▼３階のテラスで、名久井岳を背景に記念撮影もしました。

▼12月１日、商工会女性部と南部ロータリークラブの皆さまは、
第121回南部町議会定例会で行われた一般質問を傍聴しました。

あかね幼稚園あかね幼稚園

名川小学校２年生名川小学校２年生

商工会女性部商工会女性部
南部ロータリークラブ南部ロータリークラブ

議会事務局　☎0178-38-5971
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常任委員会報告、議会活動報告

　
令
和
６
年
１
月
１
日
に
能

登
半
島
を
襲
い
ま
し
た
能
登

半
島
地
震
に
お
き
ま
し
て
、

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
、
そ
の
ご
家
族
、
ご
親

族
、
関
係
者
の
方
々
に
対
し

ま
し
て
、
心
よ
り
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
救
急
救
助
並
び

に
復
旧
活
動
に
あ
た
ら
れ
て

い
る
皆
さ
ま
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら

の
防
災
意
識
を
持
つ
こ
と

が
重
要
で
す
。
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
行
政
と
協
力

し
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
有
事
に
対
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
生
命
、
財
産
を

守
る
行
動
を
心
が
げ
て
い
き

ま
す
。
皆
さ
ま
も
有
事
の
際

は
命
を
守
る
行
動
を
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
久
保
利
樹
　
記

　11月９日、八戸圏域連携中枢都市圏形成促進
議員連盟が主催する勉強会が八戸市で開催され
ました。
　勉強会では、八戸工業大学工学部工学科の浅
川拓克准教授と八戸市立市民病院の今明秀病院
事業管理者が「移動型緊急手術室ドクターカー
Ｖ３について」
と題し講演を行
いました。
　会場では、ド
クターカーＶ３
の展示も行われ、
参加した１市８
町村の議員は、
真剣な面持ちで
拝聴しました。

八戸連携中枢都市圏勉強会郡町村議会議長会研修会

　11月２日、議員は三戸町で開催された三戸郡
町村議会議員研修会に参加しました。
　研修会では、ＶＩＳＩＴはちのへの木村聡事
務局次長が「ＶＩＳＩＴはちのへの役割と広域
観光について」と題した講演を行いました。
　市町村それぞれが持つ強みを活かした広域観
光の取り組みについて学び、議員は興味深そう
に耳を傾けていました。

常任委員会の調査結果報告常任委員会の調査結果報告
産業建設産業建設常任委員会常任委員会 委員長：山田賢司　副委員長：坂本典男

委 員：工藤正孝、八木田憲司、松本啓吾
　令和５年12月１日に町担当課の説明を受け現地を調査し、次のとおり意見をまとめました。

道路整備要望箇所の現地調査道路整備要望箇所の現地調査調調 査査

⇒　令和５年度において町内会から町道整備の要望があった各路線についての所
見は以下のとおり。
　①経ヶ森３号線
　　道幅が狭く、また、路面の凹凸があるため、緊急車両の通行に支障があると
考えられる。拡幅工事を行う際には、土地所
有者への説明を行い、緊急車両の通行に十分
な幅員を確保する必要があると思われる。
　②経ヶ森４号線
　　路面の凹凸があることから、緊急車両の通
行に支障があると考えられる。舗装工事を進
めていく必要があると思われる。

果果結結

経ヶ森３号線の様子経ヶ森３号線の様子

ドクターカーV3は、ドクターカーV3は、
緊急手術を行うことができます緊急手術を行うことができます郡町村議会議員研修会の様子郡町村議会議員研修会の様子
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二
十
歳
の
節
目
を
祝
う

令
和
６
年　
二
十
歳
の
祝
典

１
月
７
日
、
楽
楽
ホ
ー
ル
を
会
場
に
「
南
部
町
二
十
歳
の
祝
典
」
を

開
催
。
今
年
度
、
二
十
歳
を
迎
え
る
対
象
者
１
６
９
人
中
１
２
６
人
が

出
席
し
、
二
十
歳
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
記
念
品
贈
呈
な
ど
に
続
き
、
出
席
者
を
代
表
し
沖
野
隼

脩
さ
ん
と
久
保
田
真
心
さ
ん
が
「
一
日
一
日
を
大
切
に
し
、
ど
ん
な
逆

境
や
困
難
に
も
全
力
で
立
ち
向
か
い
、
明
日
を
担
う
人
材
に
な
れ
る
よ

う
、
歩
み
続
け
て
ま
い
り
ま
す
」
と
謝
辞
。
式
典
後
に
は
、
二
十
歳
の

祝
典
実
行
委
員
会
が
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
写
真
か
ら
作
成
し
た
、
思
い
出

を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
の
上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
内
に
設
け
ら
れ
た
撮
影
コ
ー
ナ
ー
に
は
「
な
べ
ま
る
」
も
登
場
。

旧
友
と
の
再
会
を
喜
ぶ
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
記
念
撮
影
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

令和6年 二十歳の祝典実行委員会のメンバー

さとう　りほ ちゃん（沖田面）（沖田面）（沖田面）（沖田面）（沖田面）（沖田面）（沖田面）（沖田面）（沖田面）（沖田面）（沖田面）（沖田面）（沖田面）（沖田面）

ささき　ほだか ちゃん（上名久井）

なつさか　そういちろう ちゃん（片岸）ちゃんちゃんちゃんちゃんちゃん（片岸）（片岸）（片岸）（片岸）（片岸）（片岸）（片岸）（片岸）（片岸）（片岸）（片岸）（片岸）（片岸）

じんば　ひろと ちゃん（斗賀）

さかもと　ももか ちゃん（杉沢）

むし歯ゼロのむし歯ゼロの 元  元気な んぶっこなんぶっこ
（11月16日 ３歳児健康診査）（11月16日３歳児健康診査）
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